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＜連絡事項＞

· 15号室のストーブの修理依頼を出しています。調整部分が壊れているとのことで、ストーブ自体を止めています。寒い場合、室温は暖房で調整しましょう。

· 木ノ下ツヨ様が南Aユニットへ転棟となっています。主病名がアルコール性認知症からアルツハイマー型認知症へ変更となり、従属する精神疾患がアルコール依存症となっています。主治医は安ヶ平Drから田名部Drへ変更となっています。

· Aユニットスタッフオフィスに業務分担表があります。各自、確認を行い、業務に取り組むようにして下さい。

· 事後審査による運営手順が改定されました。特定病院における特定医師（田名部・千葉良）による特定措置が、指定医でなくとも可能になったとのこと。時間制限は指定医より短くなっています。（例：応急入院の場合の時間制限は、指定医は72時間、特定医師は12時間）詳細は別紙を参照して下さい。

＜隔離入室患者様＞

・野沢　英貴様～壁に頭を打つ自傷行為みられています。13～16時で退室時間を設けてい

ます。退室中は比較的落ち着いて過ごされており、夜間睡眠も確保出来て

います。自傷行為も、以前と比較して減ってきていることを評価し、今後

も安全に過ごすことが出来るよう介入していきましょう。

＜要注目患者様＞

· 神山　忠強様～抗生剤点滴を継続して行っている状態です。5/8に行った血液検査では

CRP　15.9（6+）、WBC　15600、PLT　45.6、NEUT　86.0となって

います。先日行った喀痰培養検査にて耐性菌やMRSAも判断できるため、

喀痰培養の検査結果をみて今後の治療方法を検討するとのことです。

· 久慈　　脩様～昨日、果物類のデザートは摂取出来ており、内服も朝昼のみですが行

うこと出来ています。本日は食事を吐き出してしまい、内服も出来てい

ない状態ですが、表情の方はよくなってきています。本人は甘いもの（果

物やアンパンなど）を好んで食べており、酢の物や餃子は好まなかった

とのことです。栄養グループへも摂取状況を情報提供し、少しでも摂取

していただけるように工夫し、ケアしていきましょう。

· 清水由美子様～乳汁分泌がみられ、子宮周辺の不快感もあるとのことで、当院の婦人

科受診希望しています。入院前、婦人科受診しており、内服も行ってい

たとのこと。（処方は入院前に切れている）婦人科の内服薬は家族が近々

持参するとのこと。主治医へ情報提供し、当院の婦人科受診の許可を戴

いています。5/11（金）小坂Dr来院できるとのことで、情報提供して

いって下さい。

· 中澤　　匠様～大声での独語や、行動・言動の支離滅裂さ目立っており、表情の硬さ

もみられています。夜間もほぼ不眠で経過しています。本日も、大声で

の高笑いやテレビを叩く行為みられ、他室侵入し、女性患者様に性的接

触を行うなど、逸脱行為が目立ち、常時見守り要している状態です。主

治医へ情報提供し、様子観察の指示あり。自傷・他害なく安全に過ごせ

るよう、環境を整え、見守りを行っていきましょう。

＜新入院患者様＞

山田　典子様　67歳　統合失調症　合併症:胆管癌

病棟:東Bユニット3号室　　入院形態:任意入院　　

主治医:川端先生　　担当ＳＷ：下平

胆管癌手術目的で、H19年3月28日に当院から八戸赤十字病院へ転院。4月2日胆管切除術を受け、術後の経過良好な為、当院に再入院（4回目）となっています。疎通も良好で、表情穏やか。他者との交流もみられ、私物整理も協力しながら行っています。今後、食事の摂取状況や睡眠状態を初め、身体症状・精神症状を合わせて観察を行い、静かに療養できる環境を提供していきましょう。












